
亜細亜大学アジア研究所所報 第137号平成22年１月１日

高
　
木
　
誠
　
司

　
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
投
資
先
と
し
て
の

　
魅
力
度

　
　
　
は 

じ 

め 
に

　
筆
者
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
に
日
本
機
械
輸
出
組
合

（
日
機
輸
）
香
港
事
務
所
に
赴
任
し
、
香
港
に
ベ
ー
ス

を
置
き
な
が
ら
、
二
年
強
に
わ
た
り
、
中
国
の
マ
ク
ロ

経
済
状
況
の
調
査
、
そ
し
て
、
日
本
企
業
を
中
心
と
し

た
中
国
各
地
（
及
び
周
辺
国
）
の
投
資
環
境
の
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
今
回
、
初
め
て
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

を
訪
問
す
る
機
会
を
得
た
と
こ
ろ
、
筆
者
の
中
国
の
投

資
環
境
に
関
す
る
全
体
的
な
印
象
を
書
い
た
上
で
、
そ

う
い
う
人
間
か
ら
見
て
、
延
辺
が
ど
う
見
え
る
か
に
つ

い
て
、
そ
の
後
に
記
述
し
た
い
と
思
う
。

日
本
企
業
に
よ
る
中
国
投
資
全
般
の
印
象

　
筆
者
は
、
香
港
駐
在
を
開
始
し
て
以
降
、
賃
金
が
上

昇
し
、
労
働
契
約
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
中
国
、
特

に
沿
海
地
域
に
お
い
て
、
事
業
コ
ス
ト
が
上
が
る
中

で
、
日
本
企
業
に
よ
る
中
国
外
へ
の
移
転
、
内
陸
部
へ

の
移
転
の
進
展
に
関
心
を
持
っ
て
、
調
査
を
進
め
て
き

た
。

　
二
年
が
過
ぎ
た
時
点
で
の
、
現
時
点
で
の
と
り
あ
え

ず
の
印
象
は
、
多
数
の
日
本
企
業
に
と
っ
て
は
、
中
国

沿
海
部
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
の
上
昇
は
あ
る
も
の
の
、

沿
海
部
で
の
産
業
集
積
、
イ
ン
フ
ラ
状
況
な
ど
を
考
え

る
と
、
沿
海
部
か
ら
内
陸
部
へ
の
移
転
、
あ
る
い
は
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
へ
の
移
転
の
メ
リ
ッ
ト
は
限
定
的
。
こ

こ
の
と
こ
ろ
、
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
一
部
事
業

の
再
編
成
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
必

ず
し
も
順
調
に
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
た
だ
、
沿
海
部
中
心
の
投
資
の
ト
レ
ン
ド
が
変
わ
ら

な
い
と
い
う
の
は
、
高
付
加
価
値
の
製
造
業
に
限
っ
た

話
で
あ
り
、
他
の
業
種
で
は
も
う
少
し
状
況
は
多
様
。

製
造
業
で
も
、
低
付
加
価
値
な
製
品
の
生
産
と
い
う

と
、
海
外
へ
の
移
動
の
ス
ピ
ー
ド
は
早
い
。

　
ま
た
、
原
材
料
立
地
産
業
で
は
、
中
国
国
内
で
も
内

陸
地
域
で
の
投
資
も
多
い
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会

社
の
場
合
、
求
め
る
人
材
さ
え
い
れ
ば
、
投
資
先
選
定

の
柔
軟
性
は
高
い
。
小
売
業
、
販
売
部
門
は
、
内
陸
部

の
需
要
拡
大
に
対
応
し
、
内
陸
部
に
よ
り
積
極
的
に
進

出
し
て
い
く
動
き
も
あ
る
。

　
　
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
訪
問

　
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
言
う
と
、
北
朝
鮮
と
強
く
結

び
つ
い
た
印
象
で
、
こ
れ
ま
で
投
資
環
境
を
調
査
す
る

対
象
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
縁
あ
っ
て
、

亜
細
亜
大
学
の
延
辺
朝
鮮
自
治
区
の
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
述
の
中
国
で
の
日
本

企
業
の
大
ま
か
な
印
象
か
ら
言
っ
て
、
一
部
原
料
立
地

の
日
本
企
業
な
ど
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
な

が
ら
、
調
査
に
参
加
し
た
。

　
現
地
政
府
な
ど
の
説
明
で
は
、
自
治
州
内
主
要
産
業

は
、
木
材
加
工
業
、
漢
方
薬
製
造
業
、
食
品
加
工
業
な

ど
。
外
国
企
業
投
資
を
見
る
と
、
九
割
以
上
は
、
韓
国

企
業
に
よ
る
投
資
。
そ
れ
以
外
で
は
、
香
港
企
業
、
日

本
企
業
、
米
国
企
業
が
存
在
し
、
更
に
極
少
数
だ
が
、

北
朝
鮮
企
業
も
存
在
。
外
国
企
業
に
よ
る
投
資
で
も
大

多
数
が
農
林
水
産
品
関
係
の
投
資
。

　
た
だ
、
韓
国
企
業
の
中
に
は
、
農
林
水
産
品
関
係
投

資
に
比
べ
る
と
Ｉ
Ｔ
分
野
で
の
投
資
を
行
っ
て
い
る
企

業
も
散
見
さ
れ
た
。
今
回
訪
問
し
た
日
本
企
業
は
、
Ｉ

Ｔ
企
業
と
食
品
企
業
。
食
品
企
業
は
予
想
通
り
で
は

あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
存
在
す
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
は
少
し
予
想
外
だ
っ
た
。

　
　
延
辺
投
資
の
メ
リ
ッ
ト

　
今
回
訪
問
し
た
日
本
企
業
等
か
ら
延
辺
に
進
出
す
る

メ
リ
ッ
ト
を
聞
く
と
、
①
日
本
語
レ
ベ
ル
が
高
い
し
、

全
体
的
な
教
育
水
準
も
高
い
、
②
日
本
に
近
接
し
て
い

る
、
③
一
部
の
原
料
が
現
地
で
調
達
し
や
す
い
、
④
給

料
、
土
地
な
ど
の
コ
ス
ト
が
安
い
、
と
い
っ
た
点
。
更

に
個
人
的
に
印
象
が
強
か
っ
た
の
は
、
日
本
人
が
生
活

し
や
す
い
と
こ
ろ
と
い
う
点
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
単
に
評

価
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。

（
１
）
日
本
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
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最 

後 

に

（
投
資
先
と
し
て
の
評
価
と
今
後
へ
の
期
待
）

　
延
吉
で
は
、
朝
鮮
族
に
お
い
て
は
、
少
し
前
ま
で

は
、
朝
鮮
語
の
勉
強
に
引
き
続
い
て
、
外
国
語
と
し
て

は
日
本
語
を
勉
強
す
る
人
間
が
多
く
、
日
本
語
の
レ
ベ

ル
は
非
常
に
高
い
。
日
本
語
学
習
者
は
、
中
国
国
内
の

大
学
入
試
で
も
有
利
で
あ
り
、
そ
れ
も
日
本
語
を
学
習

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
た
。
延
辺
大
学
の

研
究
者
を
見
て
も
、
三
〇
〜
四
〇
歳
以
上
の
研
究
者
を

見
て
も
、
か
な
り
日
本
語
が
出
来
る
と
の
説
明
。

　
残
念
な
が
ら
、
一
〇
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
中
国
内
で

仕
事
を
得
る
に
は
や
は
り
普
通
語
を
勉
強
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
親
が
普
通
語
学
習
に

相
当
に
力
を
入
れ
は
じ
め
、
外
国
語
と
し
て
は
、
英
語

を
勉
強
す
る
人
間
が
増
え
て
き
て
お
り
、
高
い
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
日
本
語
の
レ
ベ
ル
も
多
少
下
が
っ
て
い
る
と

は
言
え
、
全
国
平
均
か
ら
言
え
ば
ま
だ
ま
だ
高
い
水

準
。
日
本
語
を
勉
強
し
て
も
、
な
か
な
か
仕
事
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
が
日
本
語
学
習
者
の
減
少
を
招
い
て
お

り
、
一
定
の
日
本
企
業
の
進
出
に
よ
り
、
こ
れ
に
歯
止

め
が
か
か
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
日
本
か
ら
近
接
し
て
い
る

　
延
辺
が
日
本
か
ら
近
い
と
い
う
話
だ
が
、
確
か
に
、

日
本
か
ら
の
直
線
距
離
は
短
い
が
、
日
本
か
ら
飛
行
機

で
来
て
も
、
直
行
便
が
な
く
、
思
っ
た
よ
り
も
時
間
は

か
か
る
。
船
便
だ
が
、
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
か
ら
ロ
シ

ア
側
を
通
じ
て
の
日
本
へ
の
輸
送
に
関
し
、
ザ
ル
ビ
ノ

経
由
の
航
路
が
、
何
回
か
の
実
験
も
進
み
、
定
期
的
に

運
航
さ
れ
て
い
る
の
は
、
状
況
の
改
善
。
大
連
を
経
由

し
た
輸
送
ル
ー
ト
に
比
べ
る
と
、
相
当
の
時
間
短
縮

に
。
た
だ
、
ザ
ル
ビ
ノ
港
か
ら
新
潟
港
へ
の
ル
ー
ト
を

使
う
と
、
新
潟
か
ら
日
本
国
内
各
地
へ
の
長
距
離
輸
送

が
必
要
と
な
る
し
、
コ
ス
ト
面
で
も
、
ま
だ
ま
だ
、
大

連
ル
ー
ト
に
比
べ
て
相
当
高
い
。

　
北
朝
鮮
ル
ー
ト
だ
が
、
こ
れ
は
、
羅
津
港
を
経
由
し

た
ル
ー
ト
。
北
朝
鮮
国
境
を
越
え
て
、
羅
津
港
ま
で
相

当
の
が
た
が
た
道
を
行
く
し
、
港
湾
関
係
の
料
金
も
高

い
な
ど
、
経
済
的
な
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
は
ま
だ
も
う

一
歩
。
ま
た
、
港
を
出
て
か
ら
の
輸
送
に
海
外
企
業

（
韓
国
、
中
国
）
を
利
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
港
側

が
荷
物
の
輸
送
の
面
で
、
海
外
籍
船
よ
り
も
北
朝
鮮
の

船
を
優
先
す
る
し
、
海
外
籍
の
船
だ
と
港
湾
利
用
料
も

相
当
に
高
く
、
結
局
、
基
本
的
に
は
北
朝
鮮
の
船
を
使

わ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
信
頼
性
、
コ
ス
ト
と
も
低
レ

ベ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
だ
。
と
い
う

こ
と
で
、
日
本
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
存
在
だ
が
、
一

旦
動
き
出
せ
ば
、
将
来
性
へ
の
期
待
は
大
き
い
か
も
し

れ
な
い
。

（
３
）
給
料
・
土
地
が
安
い
、
原
料
調
達
が
容
易

　
給
料
や
土
地
な
ど
の
コ
ス
ト
が
安
い
の
は
、
企
業
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
コ
ス
ト
が
低
廉
と
い
う

こ
と
に
加
え
、
他
の
観
点
か
ら
見
て
も
利
点
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
投
資
先
と
し
て
の
有
望
性
が
高

ま
る
。
ま
た
、
原
料
調
達
の
容
易
性
だ
が
、
自
治
州
政

府
の
説
明
で
も
、
州
域
内
の
八
割
を
森
林
が
占
め
て
お

り
、
野
生
動
植
物
、
薬
用
植
物
、
鉱
物
資
源
も
豊
富
。

特
定
の
食
品
産
業
、
医
薬
品
産
業
に
は
、
魅
力
的
な
投

資
先
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

（
４
）
日
本
人
と
し
て
比
較
的
住
み
や
す
い
環
境

　
中
国
に
し
て
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
り
、
北
朝

鮮
国
境
に
近
い
こ
と
に
よ
る
緊
張
感
が
強
い
わ
け
で
も

な
い
。
韓
国
料
理
が
多
く
、
油
の
少
な
く
な
じ
み
や
す

い
料
理
も
多
く
、
日
本
人
と
し
て
住
み
や
す
く
、
働
き

や
す
い
印
象
。
進
出
日
本
企
業
の
進
出
経
緯
を
聞
く

と
、
も
と
も
と
延
辺
出
身
者
が
当
該
日
本
企
業
で
働
い

て
お
り
、
そ
の
縁
で
、
そ
の
会
社
の
方
が
当
地
を
数
度

訪
問
さ
れ
る
中
で
、
投
資
を
決
定
と
い
う
話
を
複
数
聞

い
た
。
実
際
に
言
っ
て
み
る
と
良
さ
が
わ
か
る
の
で
、

多
少
と
も
当
地
を
投
資
先
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
な
ら
、

と
り
あ
え
ず
、
一
度
訪
問
す
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。

　
全
体
と
し
て
見
る
と
、
日
本
の
多
数
の
企
業
が
重
視

す
る
、
関
連
産
業
の
集
積
と
い
う
面
で
は
、
魅
力
は
薄

い
し
、
日
本
企
業
が
内
需
狙
い
で
来
る
の
も
早
す
ぎ
る

感
じ
。
た
だ
、
日
本
語
人
材
が
比
較
的
多
く
、
日
本
と

の
距
離
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
し
、
自
然
資
源
が
豊
富
で

あ
り
、
日
本
人
と
し
て
働
き
や
す
い
環
境
も
備
え
て
お

り
、
投
資
先
と
し
て
の
魅
力
は
大
い
に
あ
る
。

　
当
面
は
、
日
本
語
人
材
の
活
用
に
よ
る
、
小
規
模
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
投
資
、
食
品
・
林
産
業
な
ど
の
原
料
立

地
な
ど
の
比
較
的
限
定
的
な
セ
ク
タ
ー
で
の
更
な
る
投

資
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
、
日
本
と
の
距
離
が
実
際
に

更
に
近
づ
い
た
際
に
は
、
大
き
く
化
け
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
の
際
に
は
、
日
本
人
と
し
て
比
較
的
に
働
き
や

す
い
環
境
と
い
う
も
の
が
、
大
き
く
プ
ラ
ス
に
効
い
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
個
人
的
に
も
、
こ
の
地
域
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
大
化
け
し
て
い
く
か
、
定
期
的
に

ウ
ォ
ッ
チ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
た
か
ぎ
せ
い
じ
・
日
本
機
械
輸
出
組
合
香
港
事
務
所

　
長
）
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